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赤外線カメラ撮影の呪符木簡と文字 (右)(鹿田遺跡9次調査出土)
岡山大学鹿田地区は､平安時代から戦国時代にかけて鹿田庄という荘園がひろがっていた場所でした｡この荘園
は代々摂関家藤原氏の長者が伝領するという｢殿下渡領｣の一つで､いわば最高級貴族のもっとも由緒あるもののひ
とつです｡1983年以来の発掘調査によって､多くの建物群や満､井戸をはじめ様々な生活遺物が大壷に発見されて
いますが､昨年春には､ついに平安時代と室町時代のものと思われる二点の木簡がみつかりました｡これは､地中
からの文字メッセージということで､文献による歴史研究をすすめているものにとっても､大変な興奮ものでした｡
文字や塁苫は､筆を使った人物の存在や事実を､考古学の知識のないものにも実に直棲的に感じさせてくれます｡
その意味でも文字史料が持つ力はまことに大きなものがありますが､それが中央の側ではなく鹿田庄現地に生きた
人々の側から発信されてきたわけですから､まことに貴重な証言といえましょう｡しかも､それが複数点発見された
ということは､これがたんなる偶然の出来事なのではなく､今後また発見される可能性が十分あるということを示し
ているわけで､実際そのようになっています｡近年では､考古学の活躍する領域が､中世や近世にも広がっており､
もはやその成果を抜きにして歴史は語れなくなっていますが､地rl.からの文字史料は､まさに考古学と文献史学と
の接点に当たるものといえましょう｡岡山大学の追跡からこのような迫物が登場したことは､この両分野のみならず､
自然科学も含めたさまざまな学際的研究の可能性や､そして必要性というものを､あらためて具体的な形で示したも
のといえるでしょう｡今後の成果がますます注視されるところです｡ (文学部教授 久野修養 rj本中世史)
-1-
木 簡
一口に言ってしまうと､木簡とは木の札に塁で文字を記した
もののことです｡何かの文書を記したものや付札 ･荷札のよう
なもの､呪符 ･物忌札のように宗教的用途に使周されたものや
字の練習をしたものなど､その種類はさまざまです｡鹿田遺跡
ではこれまでに数点の木簡が出土していますが､これらは呪符､
あるいは供養塔として用いられたものと思われます (冒頭の写
実と右の写真)｡鹿田遺跡は摂関家藤原氏の荘園 ｢鹿田庄｣の
所在地と推定されている場所ですので､それを裏付けるために
も､今後､｢鹿田｣の文字が記された木簡の出土が期待 される 】
ところです｡
墨書土器 ･銭貨
墨で字が書かれているのはなにも木簡だけで
はありません｡鹿田遺跡でも文字や記号 ?が書
かれた土器が出土 しています (右の写莫)｡しか
し墨書の多くは1文字のみであり､何のために
書かれたものかはっきりしませんが､一般に､
土器の用途や所有者､地名や年号 ･日付などを
記したものが多いようです｡
一方､｢和同開弥｣や ｢富本銭｣でおなじみの
銭貨も､文字資料の一つです｡銭貨自体に刻ま
れた文字と文献記録から鋳造年が分かるので､
銭貨を出土 した遺構の年代まで特定することが
供養の文言を記した木簡
(鹿田遺跡9次調査出土)
墨書土器 (鹿田遺跡1･2次調査出土)
できます｡銭貨は鹿田遺跡だけでなく､津島岡
大遺跡でも出土しており､その多くは中世に相当する時期のものです｡
古代の文房具一転用覗､刀子-
古代の文房具セット
(転用硯と刀子 :鹿田遺跡1･2次調査出土)
ー2-
字が書かれている遺物以外にも､文字を書く
ことと密接に関連 した資料が存在します｡写真
の転用硯は硯として使用されたもりですが､も
ともとは須恵器の蓋だったものです｡刀子はナ
イフとして広 く用いられていましたが､木簡に
書いた文字を修正 したいときなどに､木簡の表
面を削り取る消 しゴムとしての役割も担ってい
ました｡左の写真は当時の文房具セット?を再
現したものです｡筆や木札は当時のものではあ
りませんが､例えば奈良県平城京跡では筆や墨
が出土していますので､鹿田追跡でも将来的に
発見されるかもしれませんね｡
赤外線カメラによる文字判読作業一木簡の場合-
● 文字判読作業の様子
木簡の中には残存状況が悪く､肉眼では何が
書いてあるか全 く分からないものもあります｡
このような資料は､｢これは字が書いてあるよう
に見えないから木簡じゃないね｣などという風
に処理 されてしまいがちですが､それに待った
をかけるのがこの赤外線カメラなのです｡
｢赤外線カメラ｣という名前を聞くと､なに
かものすごい機械や複雑な操作を想像 してしま
いますが､実際はそうでもありません｡見てみ
たい遺物に赤外線を当て､遺物が映るように専
用のビデオカメラをセットします｡最後に明る
さやレンズの絞り等を調節すれば､ビデオカメラからの見事な映像がモニターに映し出されるわけです
(ちなみに冒頭の写真も､赤外線カメラによって映し出されたモニター画像を掘影 したものです)｡
どのように見えるのか?
ところで､赤外線カメラを使用せずに肉眼で
観察 した場合と､赤外線カメラを使用 した場合
とでは､いったいどれくらい文字の見え方に差
があるのでしょうか ?右の写真は両方とも同じ
棟札を掘影 したものですが､違いはもう明らか
ですね｡赤外線カメラの力で､この建物は享保
13年の上棟であることが分かったのですOこの
ように赤外線カメラは､肉眼では判読不能な墨
書の復元を可能にし､木簡研究を飛躍的に発展
させた ｢ハイテク機器｣なのです｡ (青田 敏)
岡山大学吉備文化研究共同利用施設の棟札
(右が通常の写真､左が赤外線カメラを使用した写真)
コラム ｢木簡研究の最近の動向｣
十年ほど前に平城京跡から出土した長屋王家木簡 ･二条大路木簡は､奈良時代の貴族の家政研究を飛躍的に発
展させました｡また､つい最近では､飛鳥池追跡から七世紀後半から末にかけての大量の木簡が､また難波宮跡
北西部からは七世紀の中葉に遡る木簡が出土しましたが､文字史料が少ない律令制以前の歴史を復原する上で､
これらの木簡が出土したことの意味はきわめて大きいと言えます｡
地方の木簡では､宮街やそれに頬する施設跡から出土しはじめた封繊木簡が､地域での行政の在り方を具体的
に考えるきっかけとなっています｡研究の方向としては､木簡が文字史料であるとともに考古史料でもあることをふ
まえ､それぞれの木簡についての基礎的な機能を解明することが今後とも重要になりますO-例をあげれば､長屋
王家木簡でも｢請｣という文字一つの解釈が問題でして､伝票のような木簡が､そこに来たものか､それとも､そこに
のこされたものなのか､未だにはっきりしないところがあります｡
この他､特筆すべき動きは､中世･近世の木簡に関する報告事例の増加が挙げられます｡鹿田追跡からも中世
の木簡が出土しはじめましたが､摂関家領荘園の経営に関わる木簡の出土が大いに期待されます｡近世の木簡も
各地で出土するようになりました｡なお､従来ではあまり顧みられることのなかった木簡も取り扱われるように
なり､現在では､卒塔婆､柿経､近世の将棋の駒や魚問屋の魚の種頬などを記した小さな木札なども歴史を復原
する大切な史料として活用されようとしています｡ (文学部助教授 今津腸紀)
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鹿田遺跡第9次調査 :医学部附属病院病棟予定地 (Ⅲ期)
調査は1999年8月19日から12月21日までのおよそ4ヶ月にわたって行いました｡今回のⅡ期調査区は
9次調査 Ⅰ期地点の外縁部分にあたり､前回の調査同様､弥生時代の水田跡や古代の池状遺構､古代か
ら近世に至る溝や井戸 ･土坑､建物の跡などが見つかりました｡
主な調査成果としては､まず古代の池状遺構が挙げられますOこの遺構は､前回の調査までは ｢入り
江状の遺構｣として認識されていましたが､今回の調査によって一辺約25m､いびつな方形の遺構であ
ることが分かりました｡この遺構の性格についてはまだ不明な点が多いのですが､｢溜池｣として使用
中世井戸の調査風景
されていた可能性が一つには考えられます｡
また､室町時代頃のものと考えられる満から
木簡が出土 しました｡判読の結果､記されてい
た文字は供費の文言のようであり､供養塔とし
てどこかに立てられていたものが最終的に溝の
中に入りこんだのでしょう｡なお､前回の調査
でも供養の文言を記 した木簡が出土 しており､
両者の関係が注目されるところです｡
今後､これまでの調査成果ともあわせて､鹿
田追跡の様相を明らかにしていきたいと考えて
います｡ (喜田 敏)
鹿田遺跡第10次調査 (共同溝敷設予定地)
1999年5月7日から10月14日まで､医学部の共同溝設置工事に伴い､保健学科棟 (元医療短期大学部)
周辺で発掘調査を行いました｡今回の調査では､
査区の南に隣接する地点でも､1986年に発掘調
査が行われ (鹿田遺跡第3次調査)､橋脚と考え
られる大型の杭列を検出しています｡今回の杭
群は大型の橋脚よりも上流側で検出されており､
やはり橋に関連する施設の一部と考えられます.
杭は直径15cmの細いものですが長いものは1m
近くあり､縄で縛ったような痕跡も認められま
す｡小規模な調査でしたが､古代の鹿田の生活
環境を探る上で重要な成果がありました｡
(豊島直博)
古代の河道に打ち込まれた杭群を検出しています｡調
調 査 速 報
津島同大遺跡第23次発掘調査中 !
2000年2月3日より津島キャンパスの文法経敷地内
(総合研究棟敷地)で発掘調査を行っています｡調査
は約6ヶ月間を予定しており､7月頃には縄文時代の
生活跡が見つかっているかもしれません｡ぜひ一度足
を運んでみてください｡
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今回紹介した事例のように､一見何の変哲
もない ｢もの｣にも､実は何か重要な情報が
隠されているかもしれません｡皆さんも実際
に追跡や博物館を訪ねてみて､苦の人が残し
たメッセージを探してみませんか｡
(香田 敏)
